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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和2年2月27日(2020.2.27)

【公表番号】特表2019-510872(P2019-510872A)
【公表日】平成31年4月18日(2019.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-015
【出願番号】特願2018-536786(P2018-536786)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  29/14     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   9/06     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   9/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/07     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   1/05     (2006.01)
   Ｂ２４Ｄ   3/00     (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  27/14     (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  51/00     (2006.01)
   Ｂ２１Ｄ  37/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ   29/14     　　　Ｚ
   Ｃ２２Ｃ    9/06     　　　　
   Ｃ２２Ｃ    9/00     　　　　
   Ｃ２２Ｃ   19/07     　　　Ｊ
   Ｃ２２Ｃ    1/05     　　　Ｋ
   Ｂ２４Ｄ    3/00     ３２０Ｚ
   Ｂ２３Ｂ   27/14     　　　Ｂ
   Ｂ２３Ｂ   51/00     　　　Ｍ
   Ｂ２１Ｄ   37/01     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月17日(2020.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）第１の式（Ｗ１－ｘＭｘＸｙ）ｎを含む組成物であって、
　式中、
　Ｗはタングステン（Ｗ）であり、
　Ｘはホウ素（Ｂ）、ベリリウム（Ｂｅ）及びケイ素（Ｓｉ）の１種であり、
　Ｍはチタン（Ｔｉ）、バナジウム（Ｖ）、クロム（Ｃｒ）、マンガン（Ｍｎ）、鉄（Ｆ
ｅ）、コバルト（Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）、ジルコニウム
（Ｚｒ）、ニオブ（Ｎｂ）、モリブデン（Ｍｏ）、ルテニウム（Ｒｕ）、ハフニウム（Ｈ
ｆ）、タンタル（Ｔａ）、レニウム（Ｒｅ）、オスミウム（Ｏｓ）、イリジウム（Ｉｒ）
、リチウム（Ｌｉ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）及びアルミニウム（Ａ
ｌ）の少なくとも１種であり、
　ｘは０．００１～０．９９９であり、
　ｙは少なくとも４．０であり、
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　ｎは０．００１～０．９９９である
前記組成物と、
　（ｂ）第２の式Ｔｑを含む組成物であって、
　式中、
　Ｔは、元素の周期表の第４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、または１
４族遷移金属元素を含む少なくとも１種の元素であり、
　Ｔは、任意選択で、元素の周期表の第４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１
３、または１４族遷移金属元素の組み合わせである合金を含んでいてもよく、
　ｑは０．００１～０．９９９である
前記組成物と
の２種の組成物を含み、
　ｑとｎとの和が１である複合材料。
【請求項２】
　ＸがＢ、Ｂｅ、Ｓｉである、請求項１に記載の複合材料。
【請求項３】
　ＭがＲｅ、Ｔａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｈｆ、Ｔａ、Ｚｒ、及びＹの少なくとも１種を含む、請
求項１～２のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項４】
　ＭがＴｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｚｒ、Ｎｂ、Ｍｏ、Ｒｕ
、Ｈｆ、Ｔａ、Ｒｅ、Ｏｓ、Ｉｒ、Ｌｉ、Ｓｃ、Ｙ、及びＡｌから選択される２種以上の
元素を含む、請求項１～２のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項５】
　ＭがＲｅ、Ｔａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｈｆ、Ｔａ、Ｚｒ、Ｙ、Ｔａ、及びＭｎ、またはＴａ及
びＣｒから選択される、請求項１～２のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項６】
　ｘが０．００１～０．７、０．００１～０．４、または０．００１～０．２である、請
求項１に記載の複合材料。
【請求項７】
　ｙが少なくとも４である、請求項１に記載の複合材料。
【請求項８】
　ＸがＢであり、ＭがＲｅ、Ｔａ，Ｍｎ，またはＣｒであり、ｘが少なくとも０．００１
及び０．６未満である、請求項１に記載の複合材料。
【請求項９】
　ｘが約０．０２または約０．０４である、請求項８に記載の複合材料。
【請求項１０】
　ＸがＢであり、ＭがＴａ及びＭｎ、または、Ｔａ及びＣｒを含み、ｙが少なくとも４で
あり、ｘが少なくとも０．００１及び０．４未満、または、ｘが少なくとも０．００１及
び０．２未満である、請求項１に記載の複合材料。
【請求項１１】
　Ｗ０．９４Ｔａ０．０２Ｍｎ０．０４Ｂ４を含む、請求項１０に記載の複合材料。
【請求項１２】
　Ｗ０．９４Ｔａ０．０２Ｃｒ０．０５Ｂ４を含む、請求項１０に記載の複合材料。
【請求項１３】
　Ｔが、２種以上の、３種以上の、４種以上の、５種以上の、もしくは６種以上の、元素
の周期表の第４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、または１４族元素を含
む合金である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項１４】
　Ｔが、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｓｉ、Ａｌ、Ｗ、Ｓｎ、Ｔａ及びＴｉ、またはそれら
の任意の組み合わせから選択される少なくとも１種の元素を含む合金である、請求項１～
１２のいずれか１項に記載の複合材料。
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【請求項１５】
　Ｔが、約４０ｗｔ％～約６０ｗｔ％のＣｕ、約１０ｗｔ％～約２０ｗｔ％のＣｏ、０ｗ
ｔ％～約７ｗｔ％のＳｎ、約５ｗｔ％～約１５ｗｔ％のＮｉ、及び約１０ｗｔ％～約２０
ｗｔ％のＷを含む合金である、請求項１～１４のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項１６】
　Ｔが、約５０ｗｔ％のＣｕ、約２０ｗｔ％のＣｏ、約５ｗｔ％のＳｎ、約１０ｗｔ％の
Ｎｉ、及び約１５ｗｔ％のＷを含む合金である、請求項１～１５のいずれか１項に記載の
複合材料。
【請求項１７】
　ｑが０．０１～０．７、０．１～０．３、または０．７～０．８である、または、ｑが
約０．０５、０．１、０．１５、０．２、０．２５、０．３、０．３５、０．４、０．４
５、または０．５である、請求項１～１６のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項１８】
　ｎが０．０１～０．５である、または、ｑが約０．０５、０．１、０．１５、０．２、
０．２５、０．３、０．３５、０．４、０．４５、または０．５である、請求項１～１７
のいずれか１項に記載の複合材料。
【請求項１９】
　前記第１の組成物と第２の組成物とを混合し、荷重下で圧縮して未熱処理ペレットを製
造し、次いで前記ペレットを高温真空炉中で暫時焼結させて、十分に緻密化された四ホウ
化タングステン（ＷＢ４）の結合材との複合材を製造する、請求項１に記載の複合材料の
製造方法。
【請求項２０】
　前記第１の組成物と第２の組成物とを、ｉ）混合し、及びグラファイトダイ中に充填し
て油圧圧密化し、ｉｉ）次いでスパークプラズマ焼結炉（ＳＰＳ）、高温高圧炉（ＨＴＨ
Ｐ）または熱間静水圧圧縮機（ＨＩＰ）に装填し、十分に緻密化された四ホウ化タングス
テン（ＷＢ４）の結合材との複合材を製造する、請求項１に記載の複合材料の製造方法。
【請求項２１】
　少なくとも硬質材料の表面である、切削もしくは研磨用の表面または本体を備える工具
であって、前記硬質材料が、
（ａ）第１の式（Ｗ１－ｘＭｘＸｙ）ｎの組成物であり、
　式中、
　Ｗはタングステン（Ｗ）であり、
　Ｘはホウ素（Ｂ）、ベリリウム（Ｂｅ）、及びケイ素（Ｓｉ）の１種であり、
　Ｍはチタン（Ｔｉ）、バナジウム（Ｖ）、クロム（Ｃｒ）、マンガン（Ｍｎ）、鉄（Ｆ
ｅ）、コバルト（Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）、ジルコニウム
（Ｚｒ）、ニオブ（Ｎｂ）、モリブデン（Ｍｏ）、ルテニウム（Ｒｕ）、ハフニウム（Ｈ
ｆ）、タンタル（Ｔａ）、レニウム（Ｒｅ）、オスミウム（Ｏｓ）、イリジウム（Ｉｒ）
、リチウム（Ｌｉ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）、及びアルミニウム（
Ａｌ）の少なくとも１種であり、
　ｘは０．００１～０．９９９であり、
　ｙは少なくとも２．０であり、
　ｎは０．００１～０．９９９である
前記組成物と、
　（ｂ）第２の式Ｔｑの組成物であり、
　式中、
　Ｔは、元素の周期表の第４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、または１
４族遷移金属元素を含む少なくとも１種の元素であり、
　Ｔは、任意選択で、元素の周期表の第４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１
３、または１４族遷移金属元素の組み合わせである合金を含んでいてもよく、
　ｑは０．００１～０．９９９である
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前記組成物と
の２種の組成物を含み、
　ｑとｎとの和が１である前記工具。
【請求項２２】
　ＭがＲｅ、Ｔａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｔａ及びＭｎ、またはＴａ及びＣｒの１種である、請求
項２１に記載の工具。
【請求項２３】
　Ｔが鉄（Ｆｅ）、コバルト（Ｃｏ）またはニッケル（Ｎｉ）を含む少なくとも１種の元
素を含む、請求項２１に記載の工具。
【請求項２４】
　ＴがＣｏ、Ｆｅ、Ｎｉ、またはＳｎを含む合金である、請求項２１～２３のいずれか１
項に記載の工具。
【請求項２５】
　前記第２の組成物の重量％範囲が０．０１～０．５または０．１～０．５である、請求
項２１～２４のいずれか１項に記載の工具。
【請求項２６】
　（ａ）第１の式（Ｗ１－ｘＭｘＸｙ）ｎを含む組成物であって、
　式中、
　Ｗはタングステン（Ｗ）であり、
　Ｘはホウ素（Ｂ）、ベリリウム（Ｂｅ）、及びケイ素（Ｓｉ）の１種であり、
　Ｍはチタン（Ｔｉ）、バナジウム（Ｖ）、クロム（Ｃｒ）、マンガン（Ｍｎ）、鉄（Ｆ
ｅ）、コバルト（Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）、ジルコニウム
（Ｚｒ）、ニオブ（Ｎｂ）、モリブデン（Ｍｏ）、ルテニウム（Ｒｕ）、ハフニウム（Ｈ
ｆ）、タンタル（Ｔａ）、レニウム（Ｒｅ）、オスミウム（Ｏｓ）、イリジウム（Ｉｒ）
、リチウム（Ｌｉ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）、及びアルミニウム（
Ａｌ）の少なくとも１種であり、
　ｘは０．００１～０．９９９であり、
　ｙは少なくとも２．０であり、
　ｎは０．００１～０．９９９である
前記組成物と、
　（ｂ）第２の式（Ｍ'Ｘ'）ｑ、（Ｍ'Ｘ'２）ｑ、（Ｍ'Ｘ'４）ｑ、（Ｍ'Ｘ'６）ｑ、も
しくは（Ｍ'Ｘ'１２）ｑ、またはそれらの組み合わせを含む組成物であって、
　式中、
　Ｘ'はＢ、Ｂｅ、及びＳｉの１種であり、
　Ｍ'はＨｆ、Ｚｒ、及びＹの少なくとも１種であり、
　ｑは０．００１～０．９９９である
前記組成物と
の２種の組成物を含み、
　ｑとｎとの和が１であり、
　前記第２の組成物（ｂ）が、前記第１の組成物のエッジ部を部分的にまたは全体的に取
り囲み、保護被覆として作用する複合材料。
【請求項２７】
　ＭがＲｅ、Ｔａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｈｆ、Ｚｒ、Ｙ、Ｔａ及びＭｎ、またはＴａ及びＣｒの
１種である、請求項２６に記載の複合材料。
【請求項２８】
　少なくとも硬質材料の表面である、切削もしくは研磨用の表面または本体を備える工具
であって、前記硬質材料が、
（ａ）第１の式（Ｗ１－ｘＭｘＸｙ）ｎを含む組成物であり、
　式中、
　Ｗはタングステン（Ｗ）であり、
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　Ｘは、ホウ素（Ｂ）、ベリリウム（Ｂｅ）、及びケイ素（Ｓｉ）の１種であり、
　Ｍはチタン（Ｔｉ）、バナジウム（Ｖ）、クロム（Ｃｒ）、マンガン（Ｍｎ）、鉄（Ｆ
ｅ）、コバルト（Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、銅（Ｃｕ）、亜鉛（Ｚｎ）、ジルコニウム
（Ｚｒ）、ニオブ（Ｎｂ）、モリブデン（Ｍｏ）、ルテニウム（Ｒｕ）、ハフニウム（Ｈ
ｆ）、タンタル（Ｔａ）、レニウム（Ｒｅ）、オスミウム（Ｏｓ）、イリジウム（Ｉｒ）
、リチウム（Ｌｉ）、スカンジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）、及びアルミニウム（
Ａｌ）の少なくとも１種であり、
　ｘは０．００１～０．９９９であり、
　ｙは少なくとも２．０であり、
　ｎは０．００１～０．９９９である
前記組成物と、
　（ｂ）第２の式（Ｍ'Ｘ'）ｑ、（Ｍ'Ｘ'２）ｑ、（Ｍ'Ｘ'４）ｑ、（Ｍ'Ｘ'６）ｑ、も
しくは（Ｍ'Ｘ'１２）ｑ、またはそれらの組み合わせを含む組成物であり、
　式中、
　Ｘ'はＢ、Ｂｅ、及びＳｉの１種であり、
　Ｍ'はＨｆ、Ｚｒ、及びＹの少なくとも１種であり、
　ｑは０．００１～０．９９９である
前記組成物と
の２種の組成物を含み、
　ｑとｎとの和が１であり、
　前記第２の組成物（ｂ）が、前記第１の組成物のエッジ部を部分的にまたは全体的に取
り囲み、保護被覆として作用する前記工具。
【請求項２９】
　ＭがＲｅ、Ｔａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｈｆ、Ｚｒ、Ｙ、Ｔａ及びＭｎ、またはＴａ及びＣｒの
１種である、請求項２８に記載の工具。
【請求項３０】
　ＸがＢであり、ＭがＲｅ、Ｔａ、Ｍｎ、Ｃｒ、Ｔａ及びＭｎ、またはＴａ及びＣｒの１
種である、請求項２８に記載の工具。
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